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（出典：平成 25 年度 学生便覧，pp. 84～86，pp.89～92） 

 

 

資料５－８－①－３ 

専攻科オリエンテーション（抜粋） 
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１．専攻科の概要 （ＪＡＢＥＥ教育プログラムの理念） 

 本校専攻科は，本科５年間の技術者基礎教育の上に立ち，さらに２年間，大学と同等レベルの専門  

知識と国際水準の技術者教育を行う教育課程である．地域社会や産業に貢献でき，国際的にも活躍で

きる実践的で創造的な開発技術者の養成を目的として平成１５年４月に設置された． 

平成１７年４月より，本校の専攻科は教育内容と質が評価され，日本技術者教育認定機構(JABEE) 

による認定プログラムになっている．専攻科修了生は，大学評価・学位授与機構による審査に合格  

すると学士の学位が与えられさらに大学院に進学することが可能である．また，学習・教育目標を  

すべて達成した学生にはＪＡＢＥＥ修了証が与えられ，技術士資格の１次試験が免除される特典が 

与えられる．（技術士会に申請すれば，技術士補（応用理学）の資格が得られる．） 

 

２．専攻科における科目履修と修了要件 

 専攻科の修了には，専攻科に２年以上在籍し（４年以内），下表に示す単位取得要件を満たす必要 

がある．単位取得要件とは，所定の必修科目を修得し全体で６２単位以上修得することである． 

 専攻科では，学年に関わらず開設科目を履修することができるが，時間割上の制約のため実際には

各学年で開設された科目を履修することが基本になる． 

 本校の専攻科では，この単位取得要件に加えて，ＪＡＢＥＥプログラム修了要件を満たすことが  

求められている．この修了要件は，「学習・教育目標Ａ）～Ｇ）をすべて達成する」というもので    

ある．その中で特に注意を払うべき目標が「学士の学位取得」と「TOEIC スコア 400 点以上の達成」

である．この２つについては最大限の努力を払うようにする．ＪＡＢＥＥ審査においては，TOEIC

スコア 400 点は目標としては低すぎるという指摘を受けている．（企業では，500 点以上を望んでい

る．）  

（出典：学生課資料） 

 

  資料５－８－①－４ 

学位授与ガイダンス（抜粋） 

Ｈ２５年３月１４日 

専攻科修了に向けてのガイダンス 

                    専攻科長 宮﨑孝雄 

１．専攻科修了要件の再確認 

専攻科単位取得要件（６２単位以上の取得および必修科目の取得）についてシラバスをよく確認

して科目履修を行うこと． 

 

２．ＪＡＢＥＥ修了要件の再確認（専攻科修了要件＋下記の要件など） 

   ・学士（工学）学位の取得 

   ・学習教育達成目標をすべて達成する 

専攻科研究（項目毎に 60 点以上） 

発表 60 点以上，遂行能力 60 点以上，論文評価 60 点以上， 

専攻科英文要旨 60 点以上 

  ・融合複合科目の修得（データ解析，経営工学および実践電気電子工学か材料科学）に注意

する．また，制御情報工学科出身の学生で，機械工学で学位を取得する場合は，機械系の科目を受

講するように科目履修を行うこと．必要に応じて科目履修届の変更を行う．  
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平成２５年度 学位授与申請（見込申請）の流れ 

 

１．出願期間   平成２５年１０月１日（火）～７日（月） 

 

２．提出書類   ① 学位授与申請書（10 月期申請用） 

        ② 学位審査手数料受付証明書（学位授与申請書に貼付） 

                   学位審査手数料払込期間内［９月２日（月）～１０月７日（月）］ 

                   に金融機関の窓口で払い込むこと（ＡＴＭ不可） 

          学位審査手数料（２５,０００円）＋振込手数料 

                ③ 基礎資格を有することの証明書（本科の卒業証明書） 

                ④ 単位修得状況等申告書（総括表、内訳表１、内訳表２、内訳表３） 

                  ※ 学位授与機構のホームページからダウンロードして作成可  

                ⑤ 単位修得証明書（本科・専攻科で各１部） 

                  ※ 授業科目名、単位数、授業の方法、学修の期間、修得時期及び単位修

得時の学生の種別を証明するもの 

                ⑥ 学修成果（５部） 

                ⑦ 学修成果の要旨又は説明書（５部） 

                ⑧ 住民票  ※申請前３か月以内に発行されたもの 

                ⑨ 受験票・写真票・到着お知らせはがき（10 月期申請用） 

                  ※ 申請書類等が、学位授与機構へ受付期間内に到着した場合に「到着お

知らせはがき」が申請者に送付されます。 

                ⑩ 高等専門学校の専攻科修了見込証明書  

                ⑪ 学位記等送付先変更希望書兼同意書（別紙） 

 

３．試  験  ① 試 験 日  平成２５年１２月１６日（日） 

                ② 試 験 場    東京 (５ヶ所あるが基本的に東京で受験 ) 

                ③ 試験区分    小論文試験 

                  ※ 試験場、試験実施時間については、受験票で通知  

                    受験票は、受験者心得とともに試験１０日前までに送付される 

 

４．審査と合否  ① 修得単位の審査 

            ② 学修成果・試験の審査 

                ・合否の判定 

① ②両方が「可」と判定された場合に「合格」、いずれか一方また 

は両方が「不可」と判定された場合は「不合格」 

                ・合否の通知 

                    小論文試験（学修成果・試験）の結果が、平成２６年２月１４日（金） 

以降に通知される。ただし、単位修得見込で申請しているため、単  

位の修得状況などにより不合格になる場合もある。  

 

（出典：学生課資料） 
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シラバス（学修単位科目） 

 

  

（出典：平成 24 年度シラバス，p．S-30 ） 
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 資料５－８－①－６ 

成績評価資料（自学自習評価小テスト，抜粋） 

 

（出典：電気電子工学科資料） 

 

  資料５－８－①－７ 

専攻科修了および JABEE プログラム修了判定（抜粋） 

平成２４年度第１１回教員会議議事要旨（案） 

 

日 時 平成２５年３月６日（水）１３：３２～１４：０５ 

場 所 大会議室 

出席者 教務主事（忌引）、内山、三上、安齋、宍戸、内海、佐藤（義）、徳永、長谷川、田邊、

山田、比留間、主濱 以外 

 

 議 題 

２．平成２４年度専攻科修了判定について  

  本件について、教務主事に替わって専攻科長から、資料２に基づき説明があり、機械電気シス

テム工学専攻２０名、物質工学専攻７名の計２７名が専攻科の修了要件を満たし、学位審査に合

格していること、また、そのうち２１名は、併せてJABEEプログラムの修了要件も満たしている

旨説明の後、校長から、本件について資料を一部修正の上、提案があり、審議の結果、原案どお

り２７名の修了が認定された。   

（出典：平成 24 年度 第 11 回教員会議議 議事録） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 成績評価・単位認定規程や修了認定規程は組織として策定されている。評価・認定に関しては，学

生便覧，オリエンテーション等で学生に周知している。単位認定，修了判定は，修了判定会議におい

て適切に実施されている。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・教育課程が体系的に編成・整備されている点。また，専攻科課程においては，さらに準学士課程

からの継続性が確保されており，教育の目的を達成するために適切なものになっていること。 

・インターンシップを奨励し，多くの学生が参加していること。 

・シラバスは，授業内容，教科書，評価方法と基準等が適切に明示され，全教員・学生に周知され

ていること。さらに，FD委員会が書式等の改善を図っていること。 

・技術職員も学生実験や研究を支援しており教育研究の充実を図っていること。 

 

（改善を要する点）  

  特になし 

 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

教育の目的に基づいて学年ごとに科目が修得できるよう体系的に編成されている。使用されている

教科書は，検定教科書，高専及び大学で用いられる教科書等を使用している。教育の目的を達成する

のに適切なものとなっている。 

学生の多様なニーズに対応して，資格試験や工場実習を卒業認定に必要な累積修得単位数に認めて

いる。また，並列選択制やコース選択制の導入，外部講師による特別講義，海外工場見学を実施して

いる。本校の準学士課程は学生の多様なニーズ，学術の発展の動向，社会からの要請等に配慮してい

る。 

教育の目的に対応して，講義，演習，実験・実習等の授業形態のバランスは適切であり，それぞれ

の授業科目において教育内容に応じた様々な学習指導法の工夫がなされている。 

学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

創造実習によるPBL型授業を通して創造性を育む教育が実践されている。各学科では工場実習に多

くの学生が参加しており，実践的技術者の育成に活用されている。 

本校では，共通選択科目，特別活動，学校行事及びボランティア活動，課外活動を推奨し，豊かな

人間性の育成を図っている。教育課程の編成や課外活動等において，豊かな人間性が涵養されるよう

配慮している。 

成績評価・単位認定，進級・卒業判定は，学則や規程で明確に示し，学生便覧やシラバスに明記さ

れ，学生に周知している。成績評価は，シラバスに記載された「評価方法と基準」に基づき厳正に行

われている。 

 単位認定，進級・卒業判定は，進級判定会議及び卒業判定会議において適切に実施されている。 
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教育内容は大学水準であり国際的にも通用する適切なものとなっている。教育課程の体系性と科目

別系統図，シラバスに示すように，準学士課程の教育との連携、及び準学士課程の教育からの発展等

を考慮した教育課程となっている。 

科目系統図より，教育の目的に照らして授業科目が適切に配置され，教育課程が体系的に編成され

ている。また，授業内容は大学水準で適切なものとなっている。 

大学及び他の教育施設において開設する授業科目の単位の認定やインターンシップの単位化等を実

施している。客員教授による講義，TOEICの受験促進，研究テーマの公募などを行っている。 

学生の多様なニーズ，学術の発展動向や社会からの要請等に配慮している。 

基本教育目標および学習・教育目標に基づいて講義，実習，実験等が適切に配置されている。専攻

科課程の少人数制のもとで，グループワーク型，フィールド型授業，CO-OP教育などを導入しており，

教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている。 

学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

「創造工学演習」，「実践的デザイン工学演習」，「専攻科研究」による創造性を育む教育方法の

工夫が図られている。また，インターンシップは，必修科目であり全員が修得しており，活用が図ら

れている。 

教養教育は目的を達成するように科目が適切に配置されている。専攻科研究の内容は，各種発表に

よって適切であると裏付けられている。また研究活動には，技術職員の教育的支援が行われている。

教養教育や研究指導が適切に行われている。 

成績評価・単位認定規程や修了認定規程は組織として策定されている。評価・認定に関しては，学

生便覧，オリエンテーション等で学生に周知している。単位認定，修了判定は，修了判定会議におい

て適切に実施されている。 


